
理学療法学専攻　履修系統図（2020年度～2024年度以降入学者）

ディプロマ・ポリシー(学位授与の方針)

①【多様性の理解】適切な理学療法を提供するために、対象者やその家族、保健・医療・福祉関係者一人ひとりの背景や価値観の多様性を尊重することができる。

②【コミュニケーション力】対象者やその家族、保健・医療・福祉関係者の理解に努め、自らの考えを適切に伝えることができる。

➂【専門知識と技術の活用】理学療法士として必要な専門知識と技術を習得し、安全に実施、活用することができる。

④【課題発見・解決能力】現状を分析し、目的や課題を明らかにした上で、科学的根拠と論理的思考をもって解決に向けて柔軟に取り組むことができる。

⑤【能動的に学び続ける力】医学・医療の進歩ならびに理学療法士に求められる社会のニーズの変化に対応するために、自ら積極的に学び自己研鑽を継続することができる。

⑥【地域社会に貢献する姿勢と意欲】地域社会に根差したリハビリテーションの実践を通して、地域社会に貢献する理学療法士としての役割を理解することができる。
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【基礎医学】

人体の構造・機能・動作を学ぶ

人体構造機能学Ⅰ(筋・骨関節系) 人体構造機能学Ⅰ(内臓・脈管系)

〇 〇

〇

【応用リハビリテーション】

知識を生活に応用する・国際的に貢献するための素養を深め

る

【理学療法治療学】

治療までの流れを学習し、実践する

〇 〇

【応用理学療法】

キャリアの育成・卒業研究

〇

〇

【理学療法臨床実習】

対象者を前に実践する
〇 〇 〇 〇 〇

【地域理学療法学】

地域に貢献する能力や、保健・福祉・介護にお

ける支援について学ぶ


